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文部科学省は2010年に「性同一性障害」のあ
る児童生徒に、2015年にはそれを含む「性的
マイノリティ」の児童生徒への支援や配慮を
学校に求める通知を出しました。それ以降、
個別的な配慮や支援とともに、制服の見直し
など学校環境の整備、啓発資料の作成・配
布、教科書に「性の多様性」や「LGBT」に
ついて記載されるようになるなど、少しずつ
変化も見られます。しかしそこにはLGBTQ＋
の縁辺化を再生産する問題も見受けられま
す。そういった「性の多様性」をめぐる日本
の学校教育の課題について考察します。
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